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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のユーザ、および前記第１のユーザに関連付けられた第１のＩＡＮ（Ｉｎｔｒａｐ
ｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）（１２）に関連付けられたライフログカメ
ラ（１０）を制御する方法であって、
　前記第１のＩＡＮ（１２）の範囲内に第２のユーザに関連付けられた第２のＩＡＮ（１
８）が存在することを判断することと、
　前記ライフログカメラ（１０）で前記第２のユーザの画像を取得することと、
を含み、
　前記取得は前記判断によってトリガされる、方法。
【請求項２】
　前記第２のユーザ（２０）のアイデンティティを識別することと、
　前記取得された画像と共に前記アイデンティティを記憶すること、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記取得された画像に、前記第２のＩＡＮ（１８）が範囲内に存在したことの判断に応
じて取得されたことのタグ付けをすることをさらに含む、請求項１または２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記第２のユーザが前記第１のＩＡＮ（１２）と前記第２のＩＡＮ（１８）との間の通
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信による望ましいターゲットであるかを判断することをさらに含み、
　前記取得は、前記第２のユーザが望ましいターゲットである場合にのみ生じる、請求項
１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＩＡＮ（１２）と前記第２のＩＡＮ（１８）との間の通信は、前記第１のＩ
ＡＮ（１２）から前記第２のＩＡＮ（１８）への前記第２のユーザ（２０）についての識
別情報の要求、および、前記第２のＩＡＮ（１８）から前記第１のＩＡＮ（１２）への前
記第２のユーザ（２０）についての識別情報を含む応答、を含む、請求項４に記載の方法
。
【請求項６】
　前記第１のＩＡＮ（１２）の範囲内で前記第２のユーザに関連付けられた前記第２のＩ
ＡＮ（１８）を検出することは、前記第２のＩＡＮ（１８）の信号強度を検出することと
、前記検出された信号強度が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することと、を含む、
請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＩＡＮ（１２）の範囲内で前記第２のユーザに関連付けられた前記第２のＩ
ＡＮ（１８）を検出することは、前記検出の期間長を判断することと、前記検出の期間長
が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することと、を含む、請求項１～６のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項８】
　前記最低閾値レベルは前記第１のユーザ（１４）により設定される、請求項６または７
に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＩＡＮ（１２）の範囲内に第２のユーザに関連付けられた第２のＩＡＮ（１
８）が存在することを判断することは、前記第１のユーザおよび前記第２のユーザが互い
に触れあっていることに基づいて行われ、
　前記第１のＩＡＮ（１２）および前記第２のＩＡＮ（１８）は、ＩＡＮに関連付けられ
たユーザによって装着される、またはユーザの体の近くに存在するように適合された複数
のノードを含む短距離無線通信ネットワークであり、前記複数のノードは互いに通信する
ように適合される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　第１のユーザ、および前記第１のユーザに関連付けられた第１のＩＡＮ（Ｉｎｔｒａｐ
ｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）（１２）に関連付けられた電子装置（１０
）であって、
　カメラモジュール（２８）と、
　　前記第１のＩＡＮ（１２）の範囲内に第２のユーザに関連付けられた第２のＩＡＮ（
１８）が存在することを判断し、
　　前記第２のユーザの画像を前記カメラモジュールで取得する、
　ように構成された制御回路（３８）と、
を備え、
　前記取得は前記判断によってトリガされる、電子装置（１０）。
【請求項１１】
　前記制御回路（３８）は、さらに、前記第２のユーザ（２０）のアイデンティティを識
別し、前記取得された画像と共に前記アイデンティティを記憶する、ように構成される、
請求項１０に記載の電子装置（１０）。
【請求項１２】
　前記制御回路（３８）は、さらに、前記取得された画像に、前記第２のＩＡＮ（１８）
が範囲内に存在したことの判断に応じて取得されたことのタグ付けをする、ように構成さ
れる、請求項１０または１１に記載の電子装置（１０）。
【請求項１３】
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　前記制御回路（３８）は、さらに、前記第２のユーザが前記第１のＩＡＮ（１２）と前
記第２のＩＡＮ（１８）との間の通信による望ましいターゲットであるかを判断するよう
に構成され、前記取得は、前記第２のユーザが望ましいターゲットである場合にのみ生じ
る、請求項１０～１２のいずれか一項に記載の電子装置（１０）。
【請求項１４】
　前記第１のＩＡＮ（１２）と前記第２のＩＡＮ（１８）との間の通信は、前記第１のＩ
ＡＮ（１２）から前記第２のＩＡＮ（１８）への前記第２のユーザ（２０）についての識
別情報の要求、および、前記第２のＩＡＮ（１８）から前記第１のＩＡＮ（１２）への前
記第２のユーザ（２０）についての識別情報を含む応答、を含む、請求項１３に記載の電
子装置（１０）。
【請求項１５】
　前記第１のＩＡＮ（１２）の範囲内で前記第２のユーザに関連付けられた前記第２のＩ
ＡＮ（１８）を検出することは、前記第２のＩＡＮ（１８）の信号強度を検出することと
、前記検出された信号強度が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することと、を含む、
請求項１０～１４のいずれか一項に記載の電子装置（１０）。
【請求項１６】
　前記第１のＩＡＮ（１２）の範囲内で前記第２のユーザに関連付けられた前記第２のＩ
ＡＮ（１８）を検出することは、前記検出の期間長を判断することと、前記検出の期間長
が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することと、を含む、請求項１０～１５のいずれ
か一項に記載の電子装置（１０）。
【請求項１７】
　前記制御回路（３８）は、前記第１のユーザおよび前記第２のユーザが互いに触れあっ
ていることに基づいて前記第１のＩＡＮ（１２）の範囲内に第２のユーザに関連付けられ
た第２のＩＡＮ（１８）が存在することを判断し、
　前記第１のＩＡＮ（１２）および前記第２のＩＡＮ（１８）は、ＩＡＮに関連付けられ
たユーザによって装着される、またはユーザの体の近くに存在するように適合された複数
のノードを含む短距離無線通信ネットワークであり、前記複数のノードは互いに通信する
ように適合される、請求項１０に記載の電子装置（１０）。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の技術は、概してライフログカメラに関し、より具体的には、ＩＡＮ（Ｉｎｔｒ
ａｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）と関連付けて制御されるライフログカ
メラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ライフログカメラは、典型的にはユーザによって装着され、ユーザの近くで起きるイベ
ントの正確な記憶に役立つ写真を取得するために用いられるカメラ装置である。従来のラ
イフログカメラは時間ベースで画像を取得するように構成される。ある装置では、例えば
、画像は３０秒ごとに取得される。時間ベースで画像を取得するようにライフログカメラ
が構成される場合、それらは各日にかなり多くの画像を取得し得る（カメラが３０秒ごと
に画像を取得する場合、概ね３０００画像）。このアプローチでは、従来のライフログカ
メラによって取得される多くの画像はあまり面白くなく、ライフログカメラは重要なイベ
ントを逃しかねない。このため、ライフログカメラのメモリは、ユーザにとって面白くな
い写真で満たされてしまうだろう。より感動的な瞬間はかなり素早く、写真の撮像のため
の写真の時間インクリメントの間に起き得る。しかし、そのような感動的な瞬間を判断す
ることは困難である。
【発明の概要】
【０００３】
　ライフログカメラの動作を制御するための本開示の技術は、第１のユーザに関連付けら
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れた第１のＩＡＮを、第１のＩＡＮの範囲内に第２のユーザに関連付けられた第２のＩＡ
Ｎを検出すること、およびライフログカメラで前記第２のユーザの画像を取得することに
より、ライフログカメラを用いた写真の撮像のためのトリガとして利用する。この方法で
画像を取得することは、少なくとも第１のユーザにとって面白い１または２以上の画像を
もたらすことが期待される。
【０００４】
　本開示のある観点によれば、第１のユーザに関連付けられた第１のＩＡＮを介してライ
フログカメラを制御する方法は、前記第１のＩＡＮの範囲内に第２のユーザに関連付けら
れた第２のＩＡＮが存在することを判断することと、前記ライフログカメラで前記第２の
ユーザの画像を取得することと、を含む。
【０００５】
　上記方法の実施形態によれば、上記方法は、前記第２のユーザのアイデンティティを識
別することと、前記取得された画像と共に前記アイデンティティを記憶すること、をさら
に含んでもよい。
【０００６】
　上記方法の実施形態によれば、上記方法は、前記取得された画像に、前記第２のＩＡＮ
が範囲内に存在したことの判断に応じて取得されたことのタグ付けをすることをさらに含
んでもよい。
【０００７】
　上記方法の実施形態によれば、上記方法は、前記第２のユーザが前記第１のＩＡＮと前
記第２のＩＡＮとの間の通信による望ましいターゲットであるかを判断することをさらに
含み、前記取得は、前記第２のユーザが望ましいターゲットである場合にのみ生じてもよ
い。
【０００８】
　上記方法の実施形態によれば、前記第１のＩＡＮと前記第２のＩＡＮとの間の通信は、
前記第１のＩＡＮから前記第２のＩＡＮへの前記第２のユーザについての識別情報の要求
、および、前記第２のＩＡＮから前記第１のＩＡＮへの前記第２のユーザについての識別
情報を含む応答、を含んでもよい。
【０００９】
　上記方法の実施形態によれば、前記第２のユーザは、前記識別情報が所定の望ましさの
要求を満たす場合に、望ましいターゲットであってもよい。
【００１０】
　上記方法の実施形態によれば、前記望ましさの要求は前記第１のユーザにより設定され
てもよい。
【００１１】
　上記方法の実施形態によれば、前記第１のＩＡＮの範囲内で前記第２のユーザに関連付
けられた前記第２のＩＡＮを検出することは、前記第２のＩＡＮの信号強度を検出するこ
とと、前記検出された信号強度が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することと、を含
んでもよい。
【００１２】
　上記方法の実施形態によれば、前記第１のＩＡＮの範囲内で前記第２のユーザに関連付
けられた前記第２のＩＡＮを検出することは、前記検出の期間長を判断することと、前記
検出の期間長が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することと、を含んでもよい。
【００１３】
　上記方法の実施形態によれば、前記最低閾値レベルは前記第１のユーザにより設定され
てもよい。
【００１４】
　本開示のある観点によれば、第１のユーザに関連付けられた第１のＩＡＮ内の電子装置
は、カメラモジュールと、前記第１のＩＡＮの範囲内に第２のユーザに関連付けられた第
２のＩＡＮが存在することを判断し、前記第２のユーザの画像を前記カメラモジュールで
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取得する、ように構成された制御回路と、を備える。
【００１５】
　前記電子装置の実施形態によれば、前記制御回路は、さらに、前記第２のユーザのアイ
デンティティを識別し、前記取得された画像と共に前記アイデンティティを記憶する、よ
うに構成されてもよい。
【００１６】
　前記電子装置の実施形態によれば、前記制御回路は、さらに、前記取得された画像に、
前記第２のＩＡＮが範囲内に存在したことの判断に応じて取得されたことのタグ付けをす
る、ように構成されてもよい。
【００１７】
　前記電子装置の実施形態によれば、前記制御回路は、さらに、前記第２のユーザが前記
第１のＩＡＮと前記第２のＩＡＮとの間の通信による望ましいターゲットであるかを判断
するように構成され、前記取得は、前記第２のユーザが望ましいターゲットである場合に
のみ生じてもよい。
【００１８】
　前記電子装置の実施形態によれば、前記第１のＩＡＮと前記第２のＩＡＮとの間の通信
は、前記第１のＩＡＮから前記第２のＩＡＮへの前記第２のユーザについての識別情報の
要求、および、前記第２のＩＡＮから前記第１のＩＡＮへの前記第２のユーザについての
識別情報を含む応答、を含んでもよい。
【００１９】
　前記電子装置の実施形態によれば、前記第２のユーザは、前記識別情報が所定の望まし
さの要求を満たす場合に、望ましいターゲットであってもよい。
【００２０】
　前記電子装置の実施形態によれば、前記望ましさの要求は前記第１のユーザにより設定
されてもよい。
【００２１】
　前記電子装置の実施形態によれば、前記第１のＩＡＮの範囲内で前記第２のユーザに関
連付けられた前記第２のＩＡＮを検出することは、前記第２のＩＡＮの信号強度を検出す
ることと、前記検出された信号強度が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することと、
を含んでもよい。
【００２２】
　前記電子装置の実施形態によれば、前記第１のＩＡＮの範囲内で前記第２のユーザに関
連付けられた前記第２のＩＡＮを検出することは、前記検出の期間長を判断することと、
前記検出の期間長が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することと、を含んでもよい。
【００２３】
　前記電子装置の実施形態によれば、前記最低閾値レベルは前記第１のユーザにより設定
されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、ライフログカメラによって実行される機能のフロー図である。
【図２】図２は、ライフログカメラの概略ブロック図である。
【図３】図３は、ライフログカメラの使用の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図面を参照して実施形態が以下に説明される。同一の参照符号は、一貫して同一の要素
に用いられる。図面がスケールされる必要は無い事を理解されたい。実施形態に関して説
明および／または図示される特徴は、１または２以上の他の実施形態において、および／
または他の実施形態の特徴との組み合わせまたは他の実施形態の特徴に変えて、同一また
は類似の方法で用いられてもよい。
【００２６】
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　添付の図面と併せて以下に説明されるものは、電子装置、ＩＡＮを用いる電子装置の制
御方法についての多様な実施形態である。
【００２７】
　電子装置は、典型的には、必ずしもそうでないが、専用のライフログカメラである。他
の実施形態では、電子装置は、それらに限定されないが、携帯電話、タブレットコンピュ
ーティング装置、ゲーム装置、デジタル自動露出カメラまたはメディアプレーヤーのよう
な、持ち運び可能な他の幾つかの電子装置であってもよい。
【００２８】
　ＩＡＮは、低消費電力であり、体の近くまたは体上の複数の装置を含む短距離無線通信
ネットワークである。ＩＡＮにおいて、ＩＡＮを装着（wearing）している個人は、１つ
のネットワークを構成する。ネットワークは、概して、１つのコーディネーターノード、
および複数の装置ノードからなる。コーディネーターノードは、装置ノードと通信および
装置ノードを制御する。装置ノードは、コーディネーターノードと通信する多様なセンサ
および他の装置を含む。ＩＡＮにおける通信は、ＩＡＮを装着する個人の体の完全に中、
体上、および直ぐ近くにて発生する。
【００２９】
　最初に図１～図３を参照すると、図示されたものは、写真撮像のトリガとして第１のユ
ーザ１４と関連付けられた第１のＩＡＮ１２を利用するライフログカメラ１０によって実
行され得るステップを示す例示的なフロー図である。第１のＩＡＮ１２は、例えば、コー
ディネーターノードおよび１または２以上の装置ノードを含み得る。ライフログカメラ１
０は、例えば眼鏡（または、ヘッドセット、バイザー、時計、リストレット、ネックレス
、指輪、イヤリング、または他のピアスなど）の一部としてユーザの体に装着され得て、
第１のユーザ１４に関連付けられた第１のＩＡＮ１２に関連付けられる。ある実施形態で
は、ライフログカメラ１０は、第１のＩＡＮ１２の一部であってもよい（例えば、コーデ
ィネーターノード、コーディネーターノードの一部、装置ノードまたは装置ノードの一部
であってもよい。）。ＩＡＮは、また、例えばコーディネーターノードを介して第１のＩ
ＡＮ１２と通信することによって、第１のＩＡＮ１２と通信してもよい。この通信は、Ｗ
ｉ－Ｆｉ、Bluetoothなどの無線ネットワーク技術により実行され、カメラが例えばユー
ザの衣服に装着されることを可能とするだろう。論理的進行において図示されたが、図示
されたブロックは、他の順序および／または２または３以上のブロックと同時に実行され
てもよい。従って、図示されたフロー図は、変形（ステップの省略を含む。）されてもよ
く、および／または、オブジェクト指向方法またはステート（state）指向方法において
実装されてもよい。
【００３０】
　論理フローは、第１のＩＡＮ１２の範囲内で第２のユーザ２０と関連付けられた第２の
ＩＡＮを検出するための試行が行われるブロック１６で始まり得る。ＩＡＮは短距離ネッ
トワーク技術であるので、第１のＩＡＮ１８を検出するために第１のＩＡＮ１２を用い、
第１のＩＡＮ１２の範囲内に第２のＩＡＮ１８があることを要求することは、第２のＩＡ
Ｎ１８が検出された場合に第２のユーザ２０が第１のユーザ１４に近接近している結果を
もたらすだろう。例えば、第１のユーザ１４が第２のユーザ２０に触れた場合（例えば、
握手、はぐ、キス、リフト（lifts）、ハイタッチなど）、ＩＡＮ１２は第２のＩＡＮ１
８を検出し得る。
【００３１】
　ある実施形態では、第１のユーザ１４と第２のユーザ２０との間の近接近の可能性は、
第２のＩＡＮ１８が最低信号強度を有することが求められることにより、さらに向上し得
る。ある実施形態では、これは、第１のＩＡＮの範囲内で第２のユーザに関連付けられた
第２のＩＡＮを検出することが、第２のＩＡＮの信号強度を検出し、検出された信号強度
が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することを含む場合に、達成され得る。ある実施
形態では、この最低閾値レベルは、デフォルト設定のように所定の方法で指定されてもよ
いし、第１のユーザ１４によって指定されてもよい。
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【００３２】
　ある実施形態では、混雑した部屋または店での行列でのように、不用意なタッチの間に
行われ得るもののような偶発的な検出は、例えば、タッチに最低時間長を必要とすること
により、減少されるだろう。ある実施形態では、これは、第１のＩＡＮの範囲内で第２の
ユーザに関連付けられた第２のＩＡＮを検出することが、検出の時間長を判断することと
、検出の時間長が最低閾値レベルを満たすか否かを判断することを含む場合に、達成され
得る。ある実施形態では、この最低閾値レベルは、デフォルト設定のように所定の方法で
指定されてもよいし、第１のユーザ１４によって指定されてもよい。
【００３３】
　ブロック１６において、第１のユーザ１４に関連付けられた第１のＩＡＮ１２の範囲内
で第２のユーザ２０に関連付けられた第２のＩＡＮ１８が検出されない場合、論理フロー
はブロック１６に戻る。一方、第１のユーザ１４に関連付けられた第１のＩＡＮ１２の範
囲内で第２のユーザ２０に関連付けられた第２のＩＡＮ１８が検出された場合、論理フロ
ーは、ライフログカメラ１０で第２のユーザの画像が取得されるブロック２２に進んでも
よい。第１のユーザ１４および第２のユーザ２０が近接近、密接な接触（握手、ハグ、キ
ス、ハイタッチなど）を含む、している場合に画像を取得することにより、画像は、ユー
ザがカタログ（have cataloged）されることを望むであろう人またはユーザの生活におけ
る瞬間を含み得ると考えられる。
【００３４】
　ブロック１６を参照して上述したように、ＩＡＮ技術の利用は、第２のＩＡＮ１８が検
出された時に第２のユーザ２０が第１のユーザ１４に近接近している結果をもたらすだろ
うことから、第２のユーザ２０に関連付けられた第２のＩＡＮ１８の検出によりライフロ
グカメラ１０により取得された画像は第２のユーザ２０を含むであろう可能性も高い。さ
らに、ブロック１６を参照して上述したように、第２のＩＡＮ１８が最小信号強度を有す
ることが求められることにより第１のユーザと第２のユーザが近接近している可能性を向
上し得るので、第２のユーザ２０に関連付けられた第２のＩＡＮ１８の検出によりライフ
ログカメラ１０により取得された画像は第２のユーザ２０を含むであろう可能性も向上し
得る。
【００３５】
　例えば、ＩＡＮと共に多数の個人を含む混雑した部屋に第１のユーザ１４がいる状況に
おいて、第１のユーザ１４と第２のユーザ２０の間の近接近を促す価値が説明される。そ
のような設定において、第１のユーザ１４のライフログカメラ１０が、第２のユーザと関
連付けられた第２のＩＡＮが部屋のどこででも検出される度に画像を取得する場合、それ
は望ましくないだろう。例えば、それらの画像を部屋において彼らのＩＡＮで取得をトリ
ガした個人と関連付けることは、不可能でないとしても困難であろうことから、それらの
画像は第１のユーザ１４にとってほとんど役に立たないだろう。しかし、ある実施形態に
おいては、ＩＡＮ技術を用いること、および第２のＩＡＮ１８が最低信号強度を有するこ
とが求められることにより、画像が取得される際に第２のユーザ２０が第１のユーザ１４
に近接近しており、そのため、第２のユーザが、取得された画像の被写体である可能性が
高くなる。
【００３６】
　混雑した部屋に第１のユーザ１４がいる状況に関してさらに、偶発的な検出を避けるた
めの第２のＩＡＮ１８の検出の最低時間長が求められることの価値もまた説明される。そ
のような状況において、検出の時間長に関係なく、第２のユーザと関連付けられた第２の
ＩＡＮを第１のＩＡＮ１２が検出する度に第１のユーザ１４のライフログカメラ１０が画
像を取得する場合、それは望ましくないであろう。例えば、それらの画像は、第１のユー
ザ１４が実際に取得したかった画像の個人というよりはむしろ、第１のユーザ１４が単に
ぶつかった、またはそうでなければ不適切に触れた個人を描写するので、それらの画像は
第１のユーザ１４にとってほとんど役に立たないだろう。しかし、検出の最低時間長を必
要とすることにより、ライフログカメラ１０により取得される画像が、第１のユーザ１４
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が意味のある接触を持った個人を描写する可能性が向上する。
【００３７】
　ある実施形態では、ブロック２２は、取得された画像に、第２のＩＡＮが第１のＩＡＮ
１２の範囲内に存在したことの判断に応じて取得されたことのタグ付けをすることを含ん
でもよい。この方法では、第２のＩＡＮが第１のＩＡＮ１２の範囲内に存在したことの判
断に基づいてライフログカメラ１０によって取得された画像が、時間ベースでライフログ
カメラ１０によって取得された画像から区別され得る。
【００３８】
　続くブロック２２で、論理フローはブロック１６に戻る。代わりに、または追加的に、
論理フローはブロック２４に進んでもよい。
【００３９】
　ブロック２４において、第２のユーザ２０のアイデンティティが第１のＩＡＮ１２およ
び第２のＩＡＮ１８との間の通信によって識別され、取得された画像と共にアイデンティ
ティが記憶される。ある実施形態では、この通信は、第１のＩＡＮ１２から第２のＩＡＮ
１８への第２のユーザ２０についての識別情報の要求、および、第２のＩＡＮ１８から第
１のＩＡＮ１２への第２のユーザ２０についての識別情報を含む応答、を含む。
【００４０】
　識別情報は、例えば、コンタクト情報、ソーシャルメディア情報、および／またはネッ
トワーク情報を含んでもよい。例示的なコンタクト情報は、これらに限定されないが、名
前、住所、勤務先住所、自宅電話番号、勤務先電話番号、携帯電話番号、仕事用メールア
ドレス、および個人メールアドレスを含む。例示的なソーシャルメディア情報は、これら
に限定されないが、ユーザ名、ハンドルまたはウェブサイトアドレスなどを含むブログお
よびマイクロブログ（例えば、twitter、Tumblr、Tumblrなど）に関連する情報、例えば
、個人ウェブページアドレスを含むソーシャルネットワークサイト（例えば、Facebook、
MySpace、LinkedIn、Foursquareなど）に関する情報、例えば、個人ウェブページアドレ
スを含む出会い系サイト（例えば、Match、eHarmony、JDate、Farmer’s Onlyなど）、例
えば、ユーザ名またはハンドル（handles）を含む仮想ゲーム世界（例えば、World　of　
Warcraftなど）に関する情報、および、例えばユーザ名またはハンドルを含む仮想ソーシ
ャル世界（例えば、Second　Life）に関する情報、などを含む。例示的なネットワーク情
報は、これらに限定されないが、ユーザの状態およびネットワーク目標（networking　go
als）を示す情報である。例えば、ユーザの状態およびネットワーク目標は、「友人を探
す」、「恋愛（relationship）を探す」または「仕事を探す」であり得る。
【００４１】
　ある実施形態では、第２のユーザのアイデンティティは、識別情報のいくらかの部分を
含んでもよい。ある実施形態では、その部分は、デフォルト設定のような所定の方法で指
定されてもよいし、または第１のユーザ１４によって指定されてもよい。
【００４２】
　ブロック２４に続き、論理フローはブロック１６に戻る。
【００４３】
　ある実施形態では、ブロック１６において第１のユーザ１４に関連付けられた第１のＩ
ＡＮ１２の範囲内で第２のユーザ２０と関連付けられた第２のＩＡＮ１８が検出された場
合、論理フローは代わりにブロック２６に進んでもよい。
【００４４】
　ブロック２６において、第２のユーザ２０が望ましいターゲットであるか否かの判断が
行われる。この判断は、第１のＩＡＮ１２および第２のＩＡＮ１８の間の通信を用いて行
われる。ある実施形態では、この通信は、第１のＩＡＮ１２から第２のＩＡＮ１８への第
２のユーザ２０についての識別情報の要求、および、第２のＩＡＮ１８から第１のＩＡＮ
１２への第２のユーザ２０についての識別情報を含む応答、を含む。
【００４５】
　識別情報は、例えば、コンタクト情報、ソーシャルメディア情報、および／またはネッ
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トワーク情報を含んでもよい。例示的なコンタクト情報は、これらに限定されないが、名
前、住所、勤務先住所、自宅電話番号、勤務先電話番号、携帯電話番号、仕事用メールア
ドレス、および個人メールアドレスを含む。例示的なソーシャルメディア情報は、これら
に限定されないが、ユーザ名、ハンドルまたはウェブサイトアドレスなどを含むブログお
よびマイクロブログ（例えば、twitter、Tumblr、Tumblrなど）に関連する情報、例えば
、個人ウェブページアドレスを含むソーシャルネットワークサイト（例えば、Facebook、
MySpace、LinkedIn、Foursquareなど）に関する情報、例えば、個人ウェブページアドレ
スを含む出会い系サイト（例えば、Match、eHarmony、JDate、Farmer’s Onlyなど）、例
えば、ユーザ名またはハンドル（handles）を含む仮想ゲーム世界（例えば、World　of　
Warcraftなど）に関する情報、および、例えばユーザ名またはハンドルを含む仮想ソーシ
ャル世界（例えば、Second　Life）に関する情報、などを含む。例示的なネットワーク情
報は、これらに限定されないが、ユーザの状態およびネットワーク目標（networking　go
als）を示す情報である。例えば、ユーザの状態およびネットワーク目標は、「友人を探
す」、「恋愛を探す」または「仕事を探す」であり得る。
【００４６】
　ある実施形態では、上述したような識別情報が所定の望ましさの要求を満たす場合に、
第２のユーザ２０は望ましいターゲットである。ある実施形態では、満たされるべき望ま
しい要求は、デフォルト設定のような所定の方法で指定されてもよいし、第１のユーザに
よって指定されてもよい。例えば、第１のユーザ１４は、所定のソーシャルネットワーク
のメンバーである個人のみを望ましいターゲットとみなし得る。この状況では、第１のユ
ーザ１４は、望ましいターゲットがソーシャルネットワークのメンバーであることの要求
を含むように望ましさの要求を設定することができる。そして、第２のユーザ２０がそれ
らのソーシャルネットワークのメンバーでない場合、第２のユーザ２０は望ましいターゲ
ットとして識別されないだろう。
【００４７】
　ブロック２４で第２のユーザ２０が望ましいターゲットとして識別された場合、論理フ
ローはブロック２２に移動する。第２のユーザが望ましいターゲットとして識別されなか
った場合、論理フローはブロック１６に戻る。
【００４８】
　さらに図２に関し、図示されているものは、ライフログカメラ１０として構成される例
示的な電子装置の概略ブロック図である。ライフログカメラ１０はカメラモジュール２８
を含む。カメラモジュール２８は、適当な光学系３０、および、静止画、および場合によ
っては動画を生成する、シーンを画像化するセンサ３２を含む。図示されていないが、動
画のために、音要素を取得するマイクロホンが存在してもよい。カメラモジュール２８に
よって取得された画像および動画は、メモリ３６の画像ストア３４に記憶される。
【００４９】
　ライフログカメラ１０は、カメラモジュールで画像を取得することを含む、ライフログ
カメラ１０の全体の動作に関与する制御回路３８を含む。ある実施形態では、制御回路３
８は、動作指示を実行するプロセッシング装置４０を含む。ある実施形態では、第２のユ
ーザと関連付けられた第２のＩＡＮの検出、第２のユーザの画像の取得および当該画像の
記憶の制御は、画像エンジン４２の一部として実現される。また画像エンジン４２はメモ
リ３６に記憶されてもよい。
【００５０】
　画像エンジン４２は、ライフログカメラ１０の非一時的なコンピュータ読み取り可能な
媒体（例えばメモリ３６）に記憶され、制御回路３８によって実行される、実行可能なロ
ジックルーチン（例えば、コードライン、ソフトウェアプログラム、ファームウェアなど
）の形態で実現されてもよい。説明された動作は、ライフログカメラ１０によって実行さ
れる方法と考えられてもよい。
【００５１】
　制御回路３８のプロセッシング装置４０は、ライフログカメラ１０の動作を実行するた
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またはマイクロプロセッサであってもよい。メモリ３６は、例えば、１または２以上のバ
ッファ、フラッシュメモリ、ハードドライブ、取り外し可能な媒体、揮発性メモリ、不揮
発性メモリ、ＲＡＭ（random　access　memory）、または他の適切な装置であってもよい
。典型的な構成では、メモリ３６は、長期データ記憶のための不揮発性メモリ、および制
御回路３８のためのシステムメモリとして機能する揮発性メモリを含む。メモリ３６は、
データバスを介して制御回路３８とデータを交換してもよい。メモリ３６および制御回路
３８の間の付随のアドレスバスおよび制御ラインも存在し得る。メモリ３６は、非一時的
なコンピュータ読み取り可能な媒体と考えられる。
【００５２】
　ライフログカメラ１０は、コンピュータ、携帯電話、インターネットアクセス確立のた
めの無線ルータ、ＩＡＮのコーディネーターノード、ＩＡＮの装置ノードのような他の装
置と通信を確立するためのインターフェースを備え得る。例示的なインターフェースは、
他の装置とケーブルを用いて接続を確立するインターフェース回路および電気コネクタの
形態からなる入力／出力（Ｉ／Ｏ）インターフェース４４である。典型的なＩ／Ｏインタ
ーフェース４４はＵＳＢポートである。ライフログカメラ１０の動作電力および／または
バッテリ（不図示）の充電のための電力は、Ｉ／Ｏインターフェース４４を介して受信さ
れてもよい。バッテリは、外部電源ソースがない場合に、ライフログカメラ１０を動作さ
せるために電力を供給してもよい。無線インターフェース４６は、例えば、ＢＡＮ標準、
Bluetooth標準、ＷｉＦｉ標準、または他の無線標準に従って動作するインターフェース
４６であってもよい。複数の無線インターフェースが、複数の標準（例えば、ＢＡＮ、Bl
uetoothおよびＷｉＦｉ）で動作するために存在してもよい。
【００５３】
　ライフログカメラ１０は、設定の調整においてユーザを助けるため、および取得された
画像を表示するための、ディスプレイ４８を有してもよい。ディスプレイ４８は、映像デ
ータをディスプレイ４８の駆動に用いられる映像信号に変換する映像回路５０によって、
制御回路３８に接続されてもよい。映像回路５０は、いかなる適切なバッファ、デコーダ
、映像データプロセッサなどを含んでもよい。ライフログカメラはまた、画像がライフロ
グカメラから他の装置に伝達された後に他の装置を用いて画像が見られるケースにおいて
、ディスプレイを有さなくてもよい。
【００５４】
　ライフログカメラ１０は、１または２以上の方位センサ／入力装置５２を有してもよい
。例示的な方位センサ５２は、１または２以上の加速度センサまたは１または２以上のジ
ャイロセンサのようなモーションセンサ５４を有する。他の例示的な入力装置５２は、Ｇ
ＰＳ（global　positioning　system）受信器５６のような位置データ受信器を含む。
【００５５】
　ライフログカメラ１０は、ライフログカメラ１０の動作を制御するためのユーザ入力を
受信する１または２以上のユーザ入力装置５８を含んでもよい。例示的なユーザ入力装置
５８は、これらに限定されないが、タッチスクリーン機能のためにディスプレイ４８（存
在するならば）の一部としてまたは覆うタッチ入力装置６０、１または２以上のボタン６
２などを含む。
【００５６】
　ある実施形態が図示および説明されたが、添付の請求項の範囲に含まれる等価物および
変形は、本明細書を読み理解することにより当業者が考え付くであろうことを理解された
い。
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